
日  案 
会 津 若 葉 幼 稚 園 

平成１９年９月１日（土） 

さくら組 担   任 

５ 歳児 

２５名（男児 11 名 女児 14 名） 
坂下 美和 

ね

ら

い

◎ 自分の思いを伝えたり、友達と相談し相手の

気持ちを受け入れながら、一緒に活動を進めて

いく。 

◎ 予想を立てたり、結果について話し合い、自

分なりの考えを持って炭作り楽しみ、身近なも

のとして感じる。 

時刻 予 想 さ れ る 活 動 環 境 を 構 成 す る 要 点 保 育 者 の 援 助
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11:20 

◎登園する。 

 

◎好きな遊びをする。 

【戸外】 

・リレーごっこ ・縄跳び 

・固定遊具 ・砂遊び 

【室内】 ※雨天の場合 

・積木  ・ままごと 

・絵を描く 

・作って遊ぶ（空き箱や広告紙、折

り紙などを使って） 

 

◎炭焼きの煙の様子を見る。 

 

◎保育室に戻り手洗い、うがいをす

る。 

 

◎グループ毎に炭になる、ならない

の予想を振り返る。 

 

◎炭の缶を開けてみる。 

 

◎グループで話し合う。 

・炭に触れたり、匂いをかいだりし

てみる。 

・予想と同じだったか、違がったか。

・感じたこと、気付いたことを伝え

合い、発表する。 

 

 

 

◎片付けをする。 

 

◎降園準備をする。 

・今日の活動を振り返る。 

 

 

 

◎降園する。 

【園庭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・炭焼きのコンロで怪我や火傷をし

ないよう周りを囲って注意する。 

 

【保育室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜準備物＞ 

・前日に焼いた炭 

・新聞紙 

・木炭庵の炭 

・若葉の森の窯で焼いた炭 

・ナイフ（炭を切る） 

・炭焼きをする前の写真 

●登園の仕方がいつもと違うことと、

週末ということで、興奮したり、疲

れていたりすることが予想される。

落ち着いて安全に過ごせるよう一

人ひとりの様子に十分気を配る。 

●炭焼き中の煙の変化の様子などに

目を向けながら、感じたことを言葉

で表現できるようにし、伝え合える

雰囲気を作る。 

●グループ毎に、缶に入れた物の炭に

なる、ならないの予想をもう一度振

り返り、「試してみたい・結果を見

てみたい・探ってみたい」という期

待感や探究心を大切に膨らませて

いく。 

●出来上がった炭を見て感じたこと、

実際手に触れてみて気が付いたこ

とを自由に話し合い、友達の意見や

考えにも耳や心を傾ける時間を大

事にする。 

●話し合いの姿を見守り、必要応じて

橋渡しをしたり、ヒントを与えた

り、面白い発想を認めたりする。友

達の思いを受け入れられるような

態度も知らせていく。 

●子ども達から沸いてきた疑問で試

したり、探れることはできるように

配慮する。 

●スチール缶で焼いた炭、木炭庵で焼

いた炭、若葉の森で焼いた炭を比

べ、何が違うか、何で違うのか投げ

掛け、若葉の森の倒木の利用法など

を考え、大好きな森を守る気持ちが

また一つ大きくなる機会となるよ

うにする。 

●今日の出来事を振り、いろいろ出た

気付きを他のクラスの友達に報告

し合うなど次の活動を楽しみにで

きるようにする。 
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